
やまぎん法人インターネットバンキングワンタイムパスワード利用規定 

やまぎん法人インターネットバンキングワンタイムパスワード利用規定は、やまぎん法人インターネットバンキング（以下「本サ

ービス」といいます）をご契約者のお客様（以下「契約者」といいます）が、ワンタイムパスワード（以下「ＯＴＰ」といいます）

を利用する場合の取扱いを明記したものです。ＯＴＰを利用する場合は下記条項のほか、やまぎん法人インターネットバンキング利

用規定に準じます。 

第１条 ＯＴＰの定義 

１ ＯＴＰは、当行が提供または推奨する生成ソフト（以下「生

成ソフト」といいます）または、パスワード生成器において生

成・表示され、一定時間経過により変化する可変的なパスワー

ドをいいます。 

２ 生成ソフトをスマートフォン・パソコン（本サービスに使用

するパソコンとは異なるパソコンとします）（以下「スマート

フォン等」といいます）にインストールし、ＯＴＰを生成する

方式をソフトウェアトークンといいます。 

  当行が提供するパスワード生成器によりＯＴＰを生成する

方式をハードウェアトークンといいます。 

  ＯＴＰの利用者はソフトウェアトークンまたはハードウェ

アトークンのいずれかを選択します。 

３ ＯＴＰは、本サービス取引画面に契約者がログインするとき

の契約者ご本人の確認に使用します。 

４ ＯＴＰの利用開始にあたっては所定のＯＴＰ利用開始登録

が必要です。 

第２条 ＯＴＰの利用手数料 

本サービスにおけるＯＴＰの利用手数料は無料とします。 

なお、当行がＯＴＰの利用手数料を改定する場合は契約者に事

前に通知します。 

第３条 ＯＴＰの利用者 

ＯＴＰの利用者（以下「ＯＴＰ利用者」といいます）は、契約

者が「サービス管理責任者」または「利用者」としてお届けいた

だいた利用者のうち、当行に対して所定の方法によりＯＴＰ利用

開始の登録を行い、かつこの登録について当行が承諾した利用者

とします。 

第４条 ＯＴＰ利用開始 

１ ソフトウェアトークンの利用については、スマートフォン等

に生成ソフトをインストールし、ＯＴＰの利用開始登録を行

ってください。 

ハードウェアトークンを利用する場合は、当行所定の申込書

によりお申込ください。パスワード生成器が届きましたら、Ｏ

ＴＰの利用開始登録を行ってください。 

２ ＯＴＰの利用開始の登録は、当行ホームページ上のＯＴＰ利

用開始登録画面に、「ログインパスワード」を入力してログイ

ンしたうえで、当行所定の登録画面に、生成ソフトまたはパス

ワード生成器（以下「トークン」といいます）に表示される「ト

ークンＩＤ」または「クレデンシャルＩＤ」（以下「トークン

ＩＤ」といいます）および、トークンが連続して生成する２つ

の異なる「ＯＴＰ」（「セキュリティコード」と表示される場合

があります、以下「ＯＴＰ」といいます）を入力することによ

り行います。 

３ 契約者が入力した「トークンＩＤ」および「ＯＴＰ」が、当

行が保有している「トークンＩＤ」および「ＯＴＰ」と各々一

致した場合には、当行は当該利用開始の登録を正当な契約者か

らの申込とみなして受付け、これにより本サービスにおけるＯ

ＴＰの利用が可能となります。 

４  当行は、契約者が入力した「トークンＩＤ」および「ＯＴＰ」

が、当行が保有している各情報と一致して利用開始の登録を受

付けたうえは、「トークンＩＤ」および「ＯＴＰ」につき不正

使用その他の事故があっても当該申込を有効なものとして取

扱い、またそれにより生じた損害について一切の責任を負いま

せん。 

第５条 ＯＴＰの利用 

１ 前条２項のＯＴＰの利用開始登録後は、本サービスの取引画

面にログインする際に、ログインパスワードに加えてＯＴＰに

よる本人認証を行います。 

２ 本サービスの取引画面にログインする際に、契約者はログイ

ンパスワードおよびＯＴＰを当行所定の画面に正確に入力して

当行に送信してください。当行に送信されたログインパスワー

ドおよびＯＴＰが、当行が保有する契約者のログインパスワー

ドおよびＯＴＰと各々一致した場合には、当行は契約者からの

ログイン依頼とみなして取扱います。なお、当行は当行が保有

する各情報と一致してログインを受付けたうえは、ログインパ

スワードおよびＯＴＰにつき不正使用その他の事故があっても

当行は当該ログインを有効なものとして取扱い、またそれによ

り生じた損害について一切の責任を負いません。 

３ 当行が保有するＯＴＰと異なるＯＴＰが当行所定の回数以上

連続して送信された場合は、当行は当該ＯＴＰ利用者の本サー

ビスの利用を停止します。この場合、契約者が本サービスの利

用再開を依頼する際は、「やまぎん法人インターネットバンキン

グワンタイムパスワードに関する諸届」（以下「ＯＴＰに関する

諸届」といいます）により、利用再開する利用者を指定のうえ、

契約者ご本人から当行に届出てください。この届出に対し、当

行は当該ＯＴＰ利用者の本サービス利用再開の措置を講じま

す。 

第６条 ＯＴＰの一時停止・利用再開 

１ ＯＴＰの利用については、当事者一方の都合でいつでも一時

停止することができます。 

２ 当行の都合によりＯＴＰの利用を一時停止または再開する場

合は、当行所定の方法により一時停止または再開を通知します。

３ 契約者がＯＴＰの利用の一時的な停止を希望する場合は、「Ｏ

ＴＰに関する諸届」により、利用停止する利用者を指定のうえ、

契約者ご本人から当行に届出てください。この届出により、当

行は当該ＯＴＰ利用者のＯＴＰの利用停止措置を講じます。 

４ ソフトウェアトークンにおいてスマートフォン等の故障によ

り、他のスマートフォン等で本サービスを利用する場合には、

ＯＴＰの登録を解除し、再度利用開始登録をする必要がありま

す。この場合も前項により当行に届出てください。 

５ 契約者がＯＴＰの利用再開を希望する場合には、「ＯＴＰに関

する諸届」により、利用再開するＯＴＰ利用者を指定のうえ、

契約者ご本人から当行へ届出てください。この届出に対し、当

行は当該ＯＴＰ利用者のＯＴＰ利用再開の措置を講じます。 

第７条 ＯＴＰの利用解除 

１ ＯＴＰの利用については、当事者一方の都合でいつでも解除

することができます。 

２ 当行の都合によりＯＴＰの利用を解除する場合は、当行ホー

ムページへの記載等、当行所定の方法により解除を通知します。

３ 契約者によるＯＴＰ利用解除の場合は、「ＯＴＰに関する諸

届」により利用解除するＯＴＰ利用者を指定のうえ、契約者ご

本人から当行に届出てください。 

４ ソフトウェアトークンにおいてスマートフォン等を変更する

場合には、ＯＴＰの利用解除が必要になります。この場合、前

項に従い、「ＯＴＰに関する諸届」により利用解除するＯＴＰ利

用者を指定のうえ、契約者ご本人から当行に届出てください。

５ 本サービスの契約が解除された場合は、自動的にＯＴＰの利

用も解除されます。 

第８条 パスワード生成器 

１ パスワード生成器の利用は、１契約者につき１個とします。

  パスワード生成器の受け取り後、速やかに当行所定のＯＴＰ

利用開始登録を行ってください。 

２ パスワード生成器は、当行所定の有効期限経過後は利用でき

なくなります。契約者は有効期限到来前に当行所定の方法によ

り新しいパスワード生成器の利用申込を行ってください。 

３ 契約者の責に帰さないパスワード生成器の故障・破損等によ

りＯＴＰが表示されなくなった場合、当行は無償で交換します。

別 紙 ２



  契約者の責による紛失・盗難の場合は当行所定の再発行手

 数料が必要です。 

第９条 免責事項 

１ スマートフォン等・パスワード生成器およびＯＴＰは、契

約者自身の責任において厳重に管理するものとし、他人に譲

渡、質入れ、貸与、または開示することはできません。スマ

ートフォン等・パスワード生成器およびＯＴＰの管理に関し

て契約者の責めに帰すべき事由があった場合、それにより生

じた損害について当行は一切の責任を負いません。 

２ トークンの不具合またはスマートフォン等・パスワード生

成器の故障等の事由でＯＴＰが利用できなかったことによ

り、お取引の取扱いが遅延または不能となった場合、それに

より生じた損害について当行は一切の責任を負いません。 

３ スマートフォン等・パスワード生成器またはＯＴＰを紛失

したとき、スマートフォン等・パスワード生成器またはＯＴ

Ｐが偽造・変造・盗難等により他人に使用される恐れが生じ

たとき、もしくは他人に使用されたことを認知したときは、

直ちに電話等で当行に届出てください。この届出に対し、本

サービスおよびＯＴＰの利用停止の措置を講じます。この届

出前に生じた損害については、当行の責めに帰すべき事由がある

場合を除き、当行は責任を負いません。 

４ 次の各号の事由によりＯＴＰの取扱いに遅延、不能等があって

も、これにより生じた損害については、当行は責任を負いません。

(１)災害・事変・裁判所等公的機関の措置等のやむを得ない事由

  があったとき。 

(２)当行またはセンターシステムの運営自体が相当の安全策を講

じたにもかかわらず、端末機、通信回線またはコンピューター

等に障害が生じたとき。 

 (３)当行所定の操作方法以外の操作によって障害が生じたとき。

第 10 条 規定の変更 

１ 当行が本規定の内容を変更する場合には、変更内容の当行ホー

ムページへの記載等、当行が定める方法により契約者に告知する

ことにより変更でき、告知により変更の効力が生じるものとしま

す。 

２ 変更日以降は変更後の内容に従い取扱うこととし、この変更に

よって生じた損害については、当行は責任を負いません。 

以  上 

プッシュ通知認証利用規定 

プッシュ通知認証利用規定は、やまぎん法人インターネットバンキング（以下「本サービス」といいます）をご契約のお客様（以下

「契約者」といいます）が、ワンタイムパスワード（以下「ＯＴＰ」といいます）を利用し、プッシュ通知認証を行う場合の取扱い

を明記したものです。プッシュ通知認証を行う場合は、下記条項のほか「やまぎん法人インターネットバンキング利用規定」および

「やまぎん法人インターネットバンキングワンタイムパスワード利用規定」に準じます。 

第１条プッシュ通知認証の定義 

１ プッシュ通知認証は、ソフトウェアトークンにおいて、当行

が指定するスマートフォン専用アプリ（以下「専用アプリ」と

いいます）を使って、専用アプリの画面から「承認」ボタンを

１回プッシュしていただくことにより、契約者ご本人の操作で

あることを認証する機能です。 

２ スマートフォンにＯＴＰ生成ソフトをインストールし、かつ

ＯＴＰの利用開始登録を行った場合は、プッシュ通知認証によ

る本人認証が適用されます。 

第２条 プッシュ通知認証の利用手数料 

本サービスにおけるプッシュ通知認証の利用手数料は無料とし

ます。なお、当行がプッシュ通知認証の利用手数料を改定する場

合は、お客様に事前に通知します。 

第３条 プッシュ通知認証の利用者 

プッシュ通知認証の利用者は（以下「プッシュ通知認証利用者」

といいます）は、契約者が本サービスの「サービス管理責任者」

または「利用者」としてお届出いただいた利用者のうち、スマー

トフォンにＯＴＰ生成ソフトをインストールし、ＯＴＰの利用開

始登録を行い、かつこの登録について当行が承諾した利用者とし

ます。 

第４条 プッシュ通知認証の利用開始 

プッシュ通知認証はワンタイムパスワートの利用開始時点から

利用できます。 

第５条 プッシュ通知認証の利用 

１ 前条のプッシュ通知認証の利用開始後は、当行は本サービス

による振込・振替サービス受付時に、プッシュ通知認証を行い

ます。 

２ 振込・振替サービスにおける振込実行確認において、プッシ

ュ通知認証利用者の専用アプリがインストールされたスマート

フォンに取引内容を通知します。 

通知をうけたプッシュ通知認証利用者は取引内容を確認のう

え専用アプリの画面に表示されている「承認」ボタンをプッシ

ュしてください。当行は当行に送信される専用アプリに表示さ

れた「承認」ボタンをプッシュしたことによる通知（以下「プ

ッシュ通知」といいます）を確認して、当行が保有するプッシ

ュ認証利用者のトークンＩＤとプッシュ通知の発信元である専

 用アプリのトークンＩＤが各々一致した場合には、当行は契約者

からの取引依頼とみなして取扱います。 

なお、当行は当行が保有するトークンＩＤとの一致を確認して

取引を受付けたうえは、「トークンＩＤ」につき不正使用その他

の事故があっても、当行は当該取引を有効なものとして取扱い、

またそれにより生じた損害について一切の責任を負いません。

３ プッシュ通知認証について、以下に該当する場合、当行はプッ

シュ認証による認証を行わず、取引依頼を取消します。 

① 専用アプリに表示される確認画面の「拒否」ボタンを押したこ

とによるプッシュ通知を受信したとき。 

② 専用アプリから当行所定の時間内にプッシュ操作が行われな

かったとき。 

③ 専用アプリまたはスマートフォンの故障や通信障害等により

当行がプッシュ通知を受信できなかったとき。 

④ 当行が保有する「トークンＩＤ」と異なる「トークンＩＤ」の

専用アプリからプッシュ通知を受けたとき。 

第６条 プッシュ通知認証の一時停止・解除 

１ 当行および契約者の一方の都合で、通知により、プッシュ通知

認証の利用を一時停止することができます。 

２ 当行の都合によりプッシュ通知認証の利用を一時停止または

再開する場合は、当行所定の方法により一時停止または再開を通

知します。 

３ 契約者の申出によりプッシュ通知認証の利用を一時的に停止

する場合は、ＯＴＰの利用とともに一時停止となります。この場

合の届出はＯＴＰの一時停止の取扱いに準じます。 

４ 契約者がプッシュ通知認証の利用再開を希望する場合の届出

はＯＴＰの一時停止解除の取扱いに準じます。 

第７条 プッシュ通知認証の利用解除 

１ プッシュ通知認証の利用については、当事者一方の都合でい

つでも解除することができます。 

２ 当行の都合によりプッシュ通知認証の利用を解除する場合は、

当行ホームページへの記載等、当行所定の方法により解除を通知

します。 

３ 契約者の申出によりプッシュ通知認証の利用を解除する場合

は、ＯＴＰ利用もともに解除となります。この場合の届出はＯＴ

Ｐの利用解除の取扱いに準じます。 

以  上 


